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後 部 尿 道 に発 生 したInvertcdpapillomaの1例

箕面市立病院泌尿器科(部 長:菅 尾英木)

野 澤 昌弘,難 波 行 臣,西 村 憲 二

原 恒 男*,菅 尾 英 木

INVERTED PAPILLOMA OF THE POSTERIOR  URETHRA  : 

               A CASE REPORT

Masahiro NOZAWA, Yukiomi NAMBA, Kenji NISHIMURA,

Tsuneo HARA and Hideki  SUGAO

From the Department of Urology, Minoh City Hospital

   A case of inverted papilloma of the posterior urethra is reported. A 59-year-old male was 
admitted with the chief complaint of difficulty in urination. Cystourethroscopy revealed a polypoid 
tumor with a smooth surface on the stalk arising from the prostatic urethra, concomitant with prostatic 
hypertrophy. Transurethral resection of the tumor and the prostate was performed. No evidence of 
recurrence has been noted in the 9 months after surgery. 

   This is the 26 th case of inverted papilloma of the posterior urethra reported in Japan. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  42: 533-535, 1996) 
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緒 言

尿路 のinvertedpapillomaは 大 部 分が膀胱 に発生

し,尿 道発生例 は比較的稀 である.今 回われわれは後

部尿道 に発 生 したinvertedpapillomaの1例 を経験

したので若干 の文献的考 察を加 え報告す る.

症 例

患者:59歳,男 性

主訴:排 尿困難

既往歴:57歳 時 よ り糖尿病 にて食餌療法 中

家族歴:特 記すべ きこ とな し

現病歴:1994年10月5日,1年 前 か らの排尿 困難 を

主訴に当科受診 した.前 立腺肥大症の診断 にて保存的

治療 を行 ったが症状 の改善が見 られないため,1995年

4月5日,手 術 目的に当科入院 となった.

現 症:栄 養状 態は良好で胸腹部に異常 を認めず.直

腸指診 にて前立腺 は中等度腫大 し表面平滑,弾 性硬で

圧痛 を認めなか った.

検 査成績:検 血,血 液生化学お よび検尿 にて異常 を

認 め なか った.前 立 腺腫 瘍 マー カー はPSA〈0.5

ng/ml(正 常 く3.6ng/ml),PAPl.6ng/ml(正 常 く

3.Ong/ml)と 正 常 であ った.尿 細 胞診 はclassIIで

あ った.

画像検査:排 泄性腎孟造影 では上部尿路に異常 を認
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めなかったが,膀 胱底の中等度挙上を認めた.尿 道膀

胱造影では前立腺部尿道の狭小化と膀胱頚部の中等度

挙上を認めたが,前 立腺部尿道内に陰影欠損像を認め

なかった.

内視鏡所見:精 阜の左側に小指頭大で比較的表面平

滑な有茎性のポリープ状腫瘍を認めた(Fig.1).前 立

腺は左右両葉とも中等度腫大 していた.膀 胱および尿

道のその他の部位 には特記すべ き所見 を認めなかっ

た.以 上より前立腺肥大症および尿道腫瘍と診断し,

同月7日,経 尿道的に前立腺および尿道腫瘍を切除し

た.

病理組織所見:尿 道腫瘍は表層から粘膜下の間質に

向かって乳頭状に移行上皮細胞が増殖し,腫 瘍細胞は

Fig.  1. Endoscopic view. A polypoid tumor 
       on the left side of the verumontanum 

       (arrow).
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異 型 性 に乏 し く核 分 裂 像 も認 め られ ず,inverted

papillomaと 診 断 した(Fig.2).ま た,抗PSA抗 体

を用 い た免疫 染色 を行つ たがinvertedpapillomaは

染 色 されず陰性であった.な お,前 立腺 は56個 の切除

切片 中1切 片 にのみ中分化腺癌組織 が認 められた.

術 後経過:排 尿困難症状は改善 し,術 後18日 目に退

院 した.前 立腺癌 につ いて はstageA2と して ホルモ

ン療 法 を施 行 中で あ る.術 後9カ 月 を経 過 してin一

vertedpapiliomaの 再 発 は 認 め て い な い.

考 察

尿路のinvertedpapillomaは1963年 にPottsら1)が

報 告 して以来,欧 米では多数 の報告が なされている.

Kunzeら2)は1,829例 の 尿路腫瘍 を検討 し2.2%がin-

vertedpapillomaで あ った と して い る.本 邦 で もす

で に100例 以 上が報告 され,諸 家 によ り集 計が なされ

てい る.徳 光 ら3)に よる と男女比 は約10:1で 圧倒 的

に男性 に多 く,年 齢 は8歳 か ら87歳,平 均53.6歳 で50

歳 ～70歳 代 に多い.発 生部位 は膀胱 が約78%と 大 半 を

占 め,続 い て後部 尿 道 が約14%,尿 管5。7%,腎 孟

1.4%と い った頻度になっている.

後 部尿道発生例 について検索 した結果,本 邦で は現

在 まで に 自験 例 を含 め26例3'9)が 報 告 され て い る

(Tablel).年 齢 は26歳 か ら80歳,平 均58。0歳 であ っ

た.主 訴 は肉眼 的血尿が16例 と最 も多 く,次 いで排尿

困難が7例 と多かった.ち なみに排尿困難 を主訴 とす

る症例7例 中には前立腺 肥大症 を合併 した症例 が6例

含 まれ てお り,こ れ らの 症 例 で は排 尿 困難 がin-

vertedpapillomaの み に起 因す る ものか どうか は疑

問であ る.治 療 は2例 を除 き経尿道的切除が施行 され

Tablel.CasesofinvartedpapillomaoftheposteriorurethrainJapan.

報 告 者 年 齢 主 訴 治 療 観察期間 再 発 備 考

1井 口(1977)

2斯 波(1977)

3〃(1977)

4永 井(1979)

5矢 嶋(1980)

6藤 沢(1980)

7水 谷(1982)

8木 村(1984)

9後 藤(1984)

10長 谷 川(1987)

11高 橋(1988)

12小 浜(1988)

13平 林(1988)

14志 田原(1989)

15!J、 言賓(1989)

16石 川(1990)

17鈴 木(1990)

18池 井(1990)

19原(1990)

20住 吉(1990)

21菊 地(1991)

22石 井(1992)

23吉 川(1992)

24徳 光(1992)

25三 田(1993)

26自 験 例

26

45

艦

57

61

75

80

53

39

27

77

69

48

74

67

76

62

41

73

69

69

35

55

59

68

59

肉眼的血尿

尿線途絶,
残尿感

排尿困難

肉眼的血尿

肉眼的血尿

排尿困難

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

排尿困難

肉眼的血尿

肉眼的血尿

尿道痛

尿潜血

排尿困難

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

排尿困難

尿線中絶,肉
眼的血尿

肉眼的血尿

肉眼的血尿

排尿困難

排尿困難

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

経腹 的切除

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

経腹 的切除

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

10カ 月

2年

4年

5カ 月

1年

不 明

不 明

不 明

不 明

3カ 月

不 明

不 明

不 明

3年

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

1カ 月

4カ 月

1年8カ 月

7カ 月

3カ 月

不 明

9カ 月

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

不 明

不 明

不 明

不 明

(一)

不 明

不 明

不 明

(一)

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

不 明
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(一)

(一)

(一)

(一)

(一)

BPH

(一)

(一)

(一)

(一)

BPH

BPH

(一)

BPH

(一)

BPH

(一)

(一)

(一)

BPH

BPH

(一)

(一)

(一)

BPH

BPH十PC

BPH:BenignprostatichypertrophyPC=Prostaticcancer
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て い る.経 尿道的切 除を施行 されなか った2例 は経腹

的に切除 されてお り,こ の うち1例 は同時に前立腺肥

大症に対 して被膜下前立腺摘 除術 を施行 されている。

再発 の有 無 に関 して記載 の あった症 例 は13例 で あっ

た.こ れらの観 察期 間は1カ 月～4年 で この間に再発

を認めた症例はなかった.

Invertedpapillomaの 発 生要 因 と して は,従 来 よ

り慢性炎症 に続発す る過形成 とする説ゆ と新生 物 と

す る説IDと が あ る.Kunzeら2)はinvertedpapillo-

maの 組 織 型 をtrabeculartypeとglandulartypeに

分 類 し,前 者 はbasalcellの 増 殖 によ り発生 し,後 者

はBrunn'snestの 形 成 か らcystitiscysticaさ ら に

cystitisglandularisと な りそ して腫瘍性増殖 を生 じる

としている.ま た,Renferら12)や 小 林 ら13)は抗PSA

抗 体 を用 いた免疫組織学的検討 によ り前立腺組織が発

生起源の1つ である可能性 を示唆 している.し か し,

自験例 では前立腺部尿道発生であった にもかかわ らず

抗PSA抗 体 に よる免疫染色 では陰性で あった.金 子

ら14)は走 査 電顕 を用 いた検索 に よ り分 化型移行上皮

腫瘍 よりさらに分化 した腫瘍 であると述べ てお り,結

局,現 在 までの ところ移行上皮 か ら発生 した新生物そ

れも良性の腫瘍 とす る意見が大勢 を占めているようで

ある.

し か しな が ら,Mattelaerら15)は"malignant

change"あ る い は移行 上皮癌 を同 じ部位 に伴 った膀

胱 のinvertedpapillomaを10例,ま た,膀 胱 内 の別

の部位 にあ るいは異時性 に悪性腫瘍 を伴 った症例 を3

例 集 計 して い る.Kunimiら16>は 尿 管 のinverted

papillomaに 対 し腎尿管全摘除術 を施行 し23カ 月後 に

膀胱 の 移行 上 皮 癌 を発 生 した症例 を報 告 し,flow

cytometryに よ りDNAを 分 析 して そのmalignant

potentialを.指 摘 して い る.Invertedpapillomaの 術

後経過観察 にお いて は以上 のことを念頭 にお き移行上

皮癌 と同様 の十分 な注意 が必要 と思われた。

結 語

後部尿 道 に発 生 したinvertedpapillomaの1例 を

報告 し若干の文献的考察 を加 えた.

本論文の要旨は第152回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発表した.
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